
<オーラルフレイル対策に関する基本的考え方〉
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I･口腔機能の大切さを伝える普及啓発（広報展開）

（歯科医師会と8020推進員などによる活動・市町の介護予防などとの連携〕
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8 0 2 0 運 動 に 加 え ■ オ ー ラ ル フ レ イ ル 予 防
(歯数という器質的変化）（陵む力等の運動機能の低下）

Ｌ 二

Ｆ
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Ⅱ口腔機能（歯数・ﾛ交合力・舌の動き等）の向上・
低栄養の予防など＝会員診療所の役割

Ｃ・Ｐ・MTに加え口機能訓練・食事指導・管理など
『口腔機能低下症』などの新病名

Ⅲ、全身のフレイル･サルコペニア・要介護の予防等

摂食蝿下障害■割護摩嘉農蕊への依頼など
地域包括ケアシステム



[ ̅ -- クリーニングツー〃すぐできる！健口体操 ツス
こ-⑫い の 場 で 活 か す

オーラルフレイル対策・口腔機能向上を目的とした、短時間で
実施できる体操を紹介します。
既存の通いの場の機能を強化する場合(口腔の体操を追加で取

り入れる)や、口腔機能向上を目的とした通いの場を新たに立ち
上げる時などにご活用ください。
マニュアルには、他にも通いの場で活用できる体操やアクティ

ビティを掲載していますので、ご参照ください。

<後期高齢者の質問票〉後期高齢者健診(フレイル健診)のみならず、
通いの場や地域包括支援センター等での積極的な活用が求められて
います。高齢者のフレイルに対する関心を高めるとともに、保健事
業の対象者の把握等にも利用できます。

オーラルフレイル
対 応 マ ニ ュ ア 農

～高齢老の保健耶粛と介眼予防の一体的実箆に向けて～
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駒園州働
図●後期高齢者の質問表の内容について

出所:厚生労働省｢高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施の推進に向けたプログラム検討班報告割 公益社団法人日本歯科医師会

<オーラルフレイルのセルフチェック表〉□の健康状態を把握し
オーラルフレイルヘの関心を持ってもらうのに有用な質問票です。 このマニュアルは、「高齢者の保健事業と介護予防の一体的

実施」において「通いの場(サロン)」などを拠点に地域でオー
ラルフレイル対策の担い手となる方々に向け作成しました。
本パンフレットでは、内容の一部をご紹介します。

詞９帆ｌｐｆいｆｒ９

… 畠

出所：公益財団法人ライオン歯科衛生研究所
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ゆていらぬ曇
〃て． ｵーﾗﾙﾙｲﾙ対策のａつのポイント飲み込む力をアップさせる

⑳園のためにｒ オーラルフレイルＬ蕊歯を失ってしまった場合は義歯等を適切に使って堅いものをしっかり食べることができるよう
治癒することが大切です。

２
かかりつけ □の
歯科医を

持ちましょう
"ささいな衰え"に

図●オーラルフレイルのセルフチエツク表
出所:公益社団法人日本歯科医師会リーフレット「オーラルフレイル」 気をつけましょう！

本ﾘｰﾌﾚｯﾄ及び詳細に取りまとめたマニュアル{通いの場で活かすオーラ鼻
プレrﾙ対応ﾏﾆｭｱﾙ̅高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施に向けて～
<2020年版》｣は、日本歯科医師会ホームページからもダウンロードできます。 鍵 唾ささいな衰え里見逃謝竺塁健康長寿 ｜一部改変

①
公益社風法人日本歯科屋師会亙慨畠蕊亨聴撫諦鯛pノp旬亀エＱＰ虫ｐ凸、炉。

出所：公益社団法人日本歯科医師会リーフレット「オーラルフレイル」図●ゴクゴク体操 出所：公益財団法人ライオン歯科衛生研究所
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口腔槻騰

体型翌化

密隅す

あなたの現在の健康状慈はいかがですオ

毎日の告窯1F悪良しています力
１日３食きちんと食べてい漬すか
半年的に比ぺて国いもの（*）が食べにくくなり豪した
軍さきいか、たくあんなと
お茶や汁物等でむせることがあります沈
6カ月間で２～３kg以上の体璽寂少がありました‘

回 吾
①よい①讃あよい③ふつう
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運動･転倒

槻能関側

…喫煙

社会参加
ソーシヤルサポ-１

以葡に比ぺて歩く速度が遅くなってきたと思いますズ
この１年間に転んだことがあります力
ウォーキング簿の通勤を週に１回以上してい示す力
周りの人から「いつも同じことを聞く」などの物忘オ
があると言われてい諾すオ
今日が何月何日かわからない閃があります力

①は
①は
①は

①は

①はい②

あなたはたばこを吸いますズ 皿ってｌ
①やめた

①吸ってい転

週に１回ｕｒは外出していますオ
ふだんから家族や友人と付き合いがありますか
体潤が悪いときに．身近に相醗できる人がい読寸オ

①は
①は
①は

貫閥享項

口半年前と比べて、堅い物が食べにくくなった
□お茶や汁物容むせることがあを
口義歯を入れている閲
ロロの乾きが気にな署
口半年前と比べて、外出力沙なくなった
□さきイカ・たくあんくらいの堅さの食べ物を噛むことができを
口１日に２回以上、歯を磨く
□１年に１回以上、歯医者に行く

■ 〒 ■ 可 いいえ

Ｆ

合計の点数が
０～２点オーラルフレイルの危険性は低い‘

Ｐ３点オーラルフレイルの危険性あり
４点以上オーラﾙ ﾌ ﾚ ｲ ﾙの危険性が高い

出同：東京痔高齢社会騨合司究扱偶田中友惣.痘周厨矢ＪＬ



一
高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施における医療専門職の役割 今なぜオ一ラルフﾚイルな か？ オ 業一ラルフレイル対策に活用できる事対 活の イ きラ し 用 るフ

オーラルフレイルは、□の機能低下、食べる機能の障がい、さら
には心身の機能低下まで繋がる負の連鎖が生じてしまうことに対し
て警鐘を鳴らした概念です。

ここでは特に第１～第３レベルのオーラルフレイル対策とし一
活用できる市町村事業をまとめて紹介します。
市町村においては、地域の歯科医師会や歯科衛生士会等の関係

団体や歯科医療機関と密接に連携しながら、地域の高齢者の全身
状態や口腔の機能低下の状態に応じた各種の事業を整備し、オー
ラルフレイル対策を進めていくことが期待されます。後期高齢者
を対象とした保健事業や、高齢者を対象とした介護予防事業、□
腔関連の事業が、厚生労働省において制度化(市町村への財源措
置が含まれる)されています。

フレイル対策は、運動、栄養、口腔、社会参加を一体的に実施する
ことにより大きな効果が見込まれますので、市町村においては積極的
に歯科衛生士等を活用し､口腔への取組を充実させることが大切です

【企画･狐整等を担当する医療専門職】［地域を担当寸一る医擦専門職】
咽町Orごとに１人分の的妊ゆ軍、倭立備 凹武生洞画凶〆とＩｐ１人分の差里牢求、侍吏‘両

正規職貝聾奪頚〈啄伐）‘､煉侭師寺

（１）率束の企画･鋼壁等・KDOシステムを活用した分析･倣康螺餓の明敏化
・庁内外の間係老餌の鯛整.j釦皮匿蝋鯛係団体との連挽
、率案全休の企鋤o立宗･鋼鍾･分栃
・潮いの嶋守への関与に向けた率余齢画の蛎走
。ｍ像保健率索《重症化予防など)と遮撹した率案計圏の
竣定。かかりつけ医零との巡抄検呪辱の共乎『

(2)Ｋ､日システム害悪、した地域の健康螺皿の分折・
対象行の把極・堕鯉､健鯵､介瞳愉峨等を整理･分折.亜点輝題の
明確化・介腫予防･日誘生活個蛎ニーズ閲衰辱の分析結果
も活剛して､地域仙班脚岨の焚哩･分析、医蹴･介眠の恢松篭分術し､支媛対象者の袖艶を
率鎮へのつなぎ

癖勤･非鱗助いずれも可
区批悔､捷潅栄養士q耐制測生士．

速報進士､作武蝋竣圭.､含泌聡允士等

●嵩齢認に対する図別的支媛《ハイリスクアプローチ）
ア低栄菱防止・重注化予防の取組(かかりつけ医と連桃した

アウトリ幸媛) i『，
（｡》栄共･回旋･殿蕊に間わる1n膜･禍罪
（b>生曜雷侭癖等の五窪化予防に卿わる掘峡･把導

イ宜複･典回奨診者L堂撞投栗密葬への拍膜･抱導の取犯

ウ紬康状飽が不明な嵩齢壱の状餓把握･異診勧奨寺・
必要御一ピスベの披嵯

●廻いの埋祁への砺橿的な閥与箪蕊瀞&…
イフレイノ嘩迩の滴g縮を縄題し、f唾栄錠や頗力I毒零の
状惣に応じた侃健掴導や生活捜純向上の糞媛零を行う．

ウ取組により抱擁された商齢窃の状況に応匪､鈍齢や廐
燦の受跡勧蚤､介腹←ビスの羽、勘奨転ど壷う°

Ｋ Ｄ ０ ＝ デ ム

圃扉1頭顧綴,固墨
（③》醒虹駈係団体等との速絡鋼壁
･率粂の金屑吸閉から棚鱗等
・率案の実鱈峻においても突施状況等について報僧

図●高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施における医療専門職の役割

図●口腔機能の低下への悪循環 出所：リーフレット「オーラルフレイル」オーラルフレイルヘの対応が必要な
高齢者に対する通いの場での対策 オーラルフレイルは４つのレベルから構成され、右に進むほど重

度化していきます。
レベル別に様々な制度などで対応されており(図下段)、その重度

化に伴い、特に身体的フレイルに対する影響度が増大する概念と
なっています。
マニュアルでは特に、第１～３レベルを中心に概説されています６

通いの場へ歯科衛生士(歯科医師の従事も可能)が赴くことで、後期
高齢者の質問票等の実施により、オーラルフレイルヘの対応が必要な
者を把握し、口腔体操等の指導や、口腔機能向上を目的とした事業へ
の参加勧奨、歯科医療機関との連携を行うことが可能になります。
さらにオーラルフレイルヘの対応を継続するために、オーラルフレ

イルの普及啓発、改善プログラムへの支援等を通いの場において実施
していくことが重要であり、通いの場の多様化にも役立つと期待され
ています。
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|鶴の誌伽ｽ'１市町村が介膜予防･フレイル対琉の-環として.高齢者の通いの鳩に歯科術堂主審湿遺 ー -

▲(取躯の例）
･通いの場に参加唾いる高齢制に対字る鋼抵、
戯康枚向･樋口it嬢の樋導
･ロ理の阻易なアセスメントの実鱈(ｱﾝｹｰﾄ瀞
或等）･ロ笠に関する個別棚砿食
･アセスメント維累に鴎づいた鋤卿匿痕樋間．
懲甥随向上牧童への抄加勧奨

Ｉ

一瞬一
-

高齢者の通いの鳩での
介煩予防活動

Ｌ -

▼セン-蕊鰯 一言･瀧溌 ▼ ▼ 菱市日T村介腹予防･日輪生活支授総合
事案による対応 歯科医擦樋間(診撤報酬)による対応事案による対応し 一 事 粟 ｌ ｊ

･通所型の口腔楓舵向上牧童
今基木ﾁｰｸﾘｽﾄ砿当省等を対象に､複数回の栗
団掬導を行う

･樋I枢院受託によるロ胆槻脆向上サービス
今基本ﾁｪｯｸﾘｽﾄ駿当脅導を舞欽に､錨団棚導では
なく､鯛科醒駒こて複数回の倒荊権導を行う

霞 R蔦弓Ｌ･歯科治奴(歯偲鯛池濠や蕊禰作成等)による哩明捜能
の回復

･口腔楓能笹理料葬(箇桝芯僚紐韻》による口睦促脆の
蹴城･推埠
燕棚科診撤紬馴による対応は､口腔堤嘘睡下描に麟
当した場合等.全ての高齢肴に対応できるわけでは
ない．

篤電
[甥鐸訓- -

●

図●オーラルフレイル概念図２０１９年版
-

図通いの場からの介謹予防・日常生活支援総合事業や歯科医療機関の流れ 図●オーラルフレイル対策におけるレベル別事業例

対 象
一 一 ■ 宮 口

対応する主な耐町村事乗

需 亨 謬 示

溺鴬
第１レベル

（ロ①健康リデラシー
の低下）

第２レベル
（□のささいな
トラブル）

第３レペノ’
(ロの機能低下〉

全ての高齢者

<-殻の馬齢者を対敵に、口腔の健康についての葡及啓発が実施できる導紫〉
(1)佃遡府県後閣高齢者医観広域迩合からの要肥による保健瓢業
【通いの堀笛を活用したフレイル矛防の普及促進】
・串撰概要歯科衛生士を自主活動グループ等に派遣し、、腔の溺話や｛

操等を実施
・展開壌所通いの喝

③介嵐予防･日常生活支援錨合事策
【一般介麺予防享粛く介蹟予防普及啓発事粟〉
＠事業概要ロ睦壊能低下に関する湧演会

啓発を実施
± ん 一 品 師 向 h Q p 且 ム ー ー ー 、 - A f 坐 食 缶 一珂 又 電 Ｗ ” 畦 ド ア ジ ン １ Ｆ 既 吾 哩

●展開壇所市町村による醗演会、介膜予防教室篭

<ロのささいなトラブルのある高齢者を対象に、頻団指導静を実施できる事藁〉
(1)翻通府県後期高魅容戻霊広域逓合からの畏既による爆健事繁

【通いの堀笛を活用したフレイル予防の曽及促進】
●砺紫概要口腔機能低下の可#誰のある嵩､;者が参加する通いの鳩に

いて、歯科衛生士を派遺し、複数回の口腔プログラムを実』
●展開場所通いの＃

(2)介厘予防･日常生活支擬縄合亭謝
【介頂予防･生活支擾サービス夢‘
・事製概要基本チェックリ

か月の短期築唄

<通所型サービスＣ>】
卜骸当者を対敵に、幽科衛生士等が３～６-ビスによる口腔機能向上教室等を実施

●展開嬬所市町村による介護予防教室が多いが、歯科医師会に委託し&
科医療椴聞において個別指導を実施するケースもあり

<ロ腫撹躍抵下のある高麓者に、歯科衛生士が在宅肋間握導を実鯖できる事蕊〉
『1)孤遵府県後期高齢者医寂広域連合からの要舵による侭健事；
【腿康脈題がある人への医凍専門職によるアウトリーチ支l】
●駆紫概要低栄養や誤畷性肺炎発症のリスクのある在宅高齢者を対敵１

回科衛生士が訪問指導を実施
●展開鳩所在宅電

<口晦幽嵯低下のある高齢者に、歯科医師が肋間幽科健鯵を実縄できる導詞
(2)麺醤府綱繕脚庵闘覇戻凍応雌擁合からの蚕舵による係龍事；

̅ ̅ ̅ ﾆ ｰ ｮ ｰ ｰ △ 凸 一 一 Ｌ 一 一 L ヨ ー 壱 一 一 ̅ 一 一 ・ 一 一 一 - 一 二 一 ロ

ム鍾馬 J向 B p否叩奴味映琶１-鰍つ “ l 副劃干訓距醒』

●砺業概要歯科医原機関に通院が困龍な在宅の御咽高齢者を対顔に.箇
科医師が訪問し歯科健診を実施

●展開場所在宅尋

<高醗奮を対家に趨科健診を行うことができる事索〉
③翻道府県後期局麓者医擦広域連合からの要庇による保健夢薬
【護り､蕩酪者の被保展者に係る歯科健診】
●鞭撰概要後期高齢者を対象に歯科医原機関等において口腔機傭を含尽

回料唾H彦を錘脚
●展開場所歯科医原槻聞
瑛市町村ではなく、都道府県後期高齢者医療広域連合が唖捜実施してい#
地域もある

滑舌低下
口腔不潔・乾％

唆合力低下

口唇・舌の機能低下

岨暇機能・
畷下機能低丁

食べこぼし不十分な
ｎ牌鯉康への関心

社会的フレイル
精神心理的フレイノ’

低司

噛めない食品の増力 岨喝障吾

摂食畷下障塞む せ
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